
●大腸がん検診をまだ受けていない方

　症状のない健康なときにこそ、検診を受け

ましょう！

　大腸がん検診の研究（比較試験）に参加する

と、大腸がん検診の費用は無料になります！

●既に大腸がん検診の研究（比較試験）

　に参加くださっている方

　ご協力誠にありがとうございます。今年度、

検診未受診の方は、夜間受付の検診日を是非

ご利用ください。検診受診時は「健康状態に

関するアンケート」の提出も併せてお願いし

ます。

11 月の検診日程 受付時間 検診会場

  8 日（火） 11：00 ～ 14：00 　市立角館総合病院

10 日（木） 16：00 ～ 19：00 　角館庁舎（西側）

15 日（火） 11：00 ～ 14：00 　田沢交流センター

17 日（木） 16：00 ～ 19：00 　田沢湖総合開発センター

22 日（火） 11：00 ～ 14：00 　桧木内公民館

24 日（水） 16：00 ～ 19：00 　西木総合開発センター

29 日（火） 11：00 ～ 14：00 　角館庁舎（西側）

12 月 1 日（木） 16：00 ～ 19：00 　市立角館総合病院

全市を挙げての『大腸がん撲滅キャンペーン』の一環として行われている

「大腸がん検診の研究（比較試験）」への参加協力者は、約 2,800 人となりました。

引き続き、皆様のご協力をお願いします

ご質問・お問い合わせは、

仙北市健康管理センターまで

55-1112　
月曜日～金曜日　9：00 ～ 17：00

（祝日・年末年始を除く）

大腸がん撲滅キャンペーン
（11月の大腸がん検診）

●事業主の皆さまへ

　従業員の健康管理にぜひ「仙北市 大腸がん撲滅キャンペーン」をご利用

ください。研究へ参加すると大腸がん検診の費用も無料になります。大切な

従業員の健康を守るため、ぜひこの機会をお役立てください。いつでもご説

明に伺います。 お気軽にお問い合わせください。

市役所からの
お知らせ

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

仙北市農業委員会委員一般選挙の
お知らせ
　仙北市農業委員会委員一般選挙が、12月4日（日）
に告示、12月11日（日）に投開票の予定です。
　今回の選挙は、合併前の旧町村単位で実施さ
れます。詳しくは、12月1日発行の「広報せんぼ
く」に掲載しますので、そちらをご覧ください。

●投・開票予定日／12月11 日（日）

　

▲

投票／ 7：00 ～ 18：00 まで
　

▲

開票／ 19：30 ～（予定）

立候補予定者説明会等の開催について
　次のとおり農業委員会委員一般選挙の立候補
予定者説明会を開催しますので、立候補を予定
している方はご出席ください。

【立候補予定者説明会】
●日時／ 11月15日（火）10：00
●場所／仙北市役所田沢湖庁舎 3 階　第1会議室

【立候補届出書類事前審査】
●日時／ 11月25日（金）10：00 ～ 17：00
●場所／仙北市役所田沢湖庁舎3階　第4・5会議室

●問合せ／選挙管理委員会　 43-1150

農林水産業者の皆さんへ

新規加工所の設置や設備機器購入
等に対する助成制度のご案内
　市内の農林水産業者や農林水産業者で組織す
る団体等が、自家生産または組織等で生産され
た農林水産物を加工、販売するために実施する
アグリビジネスに新たに参入する場合、投資的
経費の一部を助成します。

●対象者／仙北市内に居住する農林水産業者・
　農林水産業者が組織する団体等（農業生産法
　人、直売所、加工グループなど）
●対象経費／新規の施設整備に要する経費
　※例：新たに加工所や直売所、農家レストラ
　ン等を開設、建設する場合の費用や備品の購
　入費用（パソコンなど対象にできない備品も
　あります）
●補助内容／「やるぞ　アグビジプラン」応援
　事業補助金対象経費の 1/2 以内（上限 30 万円）
●補助の要件／
　①助成を受けたいと希望するアグリビジネス
　　のあらましを記載した計画書「やるぞ！ア
　　グビジプラン」を提出し、承認を受ける必
　　要があります。
　②他の制度等から助成を受けている事業は、　
　　対象となりません。
　③助成を受けたアグリビジネスは、3 年以上継
　　続して事業を行っていただきます。
●申込期限／ 11 月 18 日（金）※応募者が多数
　の場合は、協議のうえ決定します。
●問合せ／農山村活性課　農務係　 43-2206

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！

toroku@anshin.city.semboku.akita.jp へ空メールを送信してください。返信される
メールの内容に従って本登録を行ってください。

● http://anshin.city.semboku.akita.jp からも登録できます。
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